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55 新しい呼吸回路" トピース"の臨床応用
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炭酸ガスの洗い出し効果、設定酸素漉度と吸入

酸素浪度の較差の是正、気流による吸気時仕事量

の軽減を狙って、吸気側の蛇管から直線的にプリ

ツクスのアダプターを介して気管内チュープに接

続し、呼気は側管から出る様な回路を考案し、そ

の形状から" トピース"と名づけた 。こ の"トピ

ース"をモデル肺に用いて 、 モデル肺内のガス波

度を Tピース装着目寺と比較す る とともに、実際にT

ピース装着患者 に用 い動脈血 ガスを比較検討した。

実験方法および臨床応用

A モデル肺による実験

(1 )インスピロンの酸素漣度を 50%、酸素流量を

5、 10，15 1 /分と変化させ、それぞれの吸気世u中

の総流量を流量百十 (Ha1oscale)で測定するととも

に、酸素濃度を呼吸ガスモニター (5250RGM，

Ohmeda 社製)で測定 した。

(2 )モデ ル肺 (LungSumilator， Medishield 

社製)に モーター (Clinishaker， Sakura 社製)

を連結させ、呼吸回数 14/分、 一回換気量 11、残

気量0，31、モデ ル肺からの笑気ガス(炭酸ガスの

代 わり)流量を 11 /分に設定し (1)のそ れぞれ の

流量 で、 トピースおよびTピー ス を装着し、 モデル

肺内 の酸素および笑気ガス波度を先のガスモ ニタ

ーで 1000秒間測定し、測定された各波度での秒数

の割合で平均渡度を計算した。

B 臨床応用

Tピース施行中のICU入室患者9名にトピースを

延べ 11回用い動脈血ガスを測定し (ABL330，

Radiometer社 )Pa02およびPaC02をTピース施

行中のものと比較した。トピース施行9名の内訳は

症例 1: 76歳，男性，慢性閉塞性肺疾患に肺炎を併

発し長期人工呼吸器使用 (6ヵ月)後weanlng中

症例2 15歳，男性，ウイルス脳炎後意識障害

症例3・48歳，男性，第六頚椎損傷および脳挫傷に

よる意識障害

症例4 83歳，女性，脳動脈溜破裂後意識障害

症例 5 19歳，男性，脳挫傷による意識障害

症例 6 61歳，女性，脳動脈溜クリッピング後意識

障害

症例 7 : 20怠，女性，ウイルス脳炎後意識障害

症例8・59歳，女性，術前より慢性気管支炎を有 し

下咽頭腫錫で喉頭金摘術施行

症例9 7ヵ月，男性，気管軟骨形成不全にて長期

人工呼吸器使用 (2ヵ月)後weanlng中

結果

A. モデル腕を用いた実験では、どの流量でも Tピ

ースに比しトピースでモデル肺内の酸素濃度は高

く、笑気(炭酸ガスの代わり)浪度は低かった。

B 臨床例では 、意識障害患者6例令てで、呼吸状態

に変化がみられず、 Tピースからトピースに切り替

えることにより Pa02が増加し PaC02が低下した 。

更に長期人工呼吸器使用後の weanlng患者では血

液ガスの改善とともに呼吸苦の軽減も得 られた 。

またトピースに切り替えることにより Pa02が増

加し、呼吸回数が滅少し、 PaC02が上昇した症例

もみら れた。

考察 およ び まとめ

Tピー ス法 では、大量のガスが吸気時にのみ利用

され、呼気時には無駄になっている訳で、このガ

スをうま く利用できないかということでトピース

が考案された。気管内チュープを通してどれだけ

のガスが供給されるか定かではないが、モデ Jレ肺

の実験でモデル肺内の笑気温度がトピ ースで少な

く酸素波度が高い こと、呼吸状態が一定の臨床例

でTピース装着時に比し PaC02が低 くPa02が高い

ことから、 トピースは、呼吸状態の変化しない条

件下では確実に Pa02の増加およびPaC02の低下作

用を有し、人工呼吸器を用いずに PaC02を低下さ

せたい場合や 、呼吸器からの weaningの新しい方

法になるものと考えられた 。


